
第３５回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録（案） 

 

日 時： 平成２７年６月２４日（火） １５：００～１７：００ 

場 所：非破壊検査株式会社 ９階北会議室 

出 席 者：鎌田会長、永山幹事、森幹事 

服部会員、藤原会員、内田会員、吉田会員、寺澤会員、藤垣会員（記録） 

以上９名（順不同、敬称略） 

 

配布資料：35-0    第３５回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事次第 

          35-1    第３４回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録（案） 

      35-2    解析を援用した弾性波法によるコンクリートの内部欠陥探査手法（内田会員） 

      35-3    コンクリート構造物の点検における評価対象別の非破壊試験 

~ ①コンクリート品質（強度）・部材厚さ・かぶり（厚さ）~（内田会員） 

      35-4    音響伝達関数を用いた衝撃弾性波法による供用中橋梁におけるＰＣグラウト 

充填状況の評価実験（実橋計測）（服部会員） 

 

議 事： 

１． 第３５回議事次第 

内田会員より、本日の交流会の進め方について説明があった。 

 

２．会長挨拶 

  開催の挨拶を鎌田会長が行い、鎌田会長と内田会員が平成 26 年度土木学会論文賞を、吉田会員

が 6月 1日（月）に開催された JCI近畿支部総会で近畿支部奨励賞を受賞されたことが紹介され

た。 

 

３．第３４回議事録（案）の確認 

  藤垣会員より説明があり、内容確認が行われ承諾された。 

 

４．話題提供 

（１）内田会員より「解析を援用した弾性波法によるコンクリートの内部欠陥探査手法」と題して話

題提供があった。 

    コンクリート構造物の内部欠陥を効率よく的確に評価するため、解析により弾性波の伝搬挙

動を把握した上で、計測に移行する「解析を援用した弾性波法」について説明があった。接着

系あと施工アンカーの健全性評価のために、励磁コイルで弾性波を発生させる手法を対象に検

討した結果、充填率の増加に伴い波形エネルギー（波形の各振幅の２乗を総和したもの）が増

加することが説明された。また受信波形に規則的なひずみが見られ、このひずみが発生する周

期がボルトを伝搬する縦波の多重周波とほぼ一致したことが説明された。 

 

 

 



（２）内田会員より「コンクリート構造物の点検における評価対象別の非破壊試験①コンクリート品

質（強度）・部材厚さ・かぶり（厚さ）」と題して話題提供があった。 

    （社）日本コンクリート工学会の会誌に掲載された表題の記事について紹介があった。 

 

（３）森幹事より「壁面走行ロボットのご紹介」と題して話題提供があった。 

    壁面や天井面等をリモートコントロールで走行可能な ICM社製（米国）のクローラについて

説明があった。装置はスキャナ本体、操作盤、上部から吊り下げるための落下防止装置からな

り、非鉄金属やコンクリート等幅広い対象物にバキュームにより吸着する。約 70mm/s 程度で

走行することができ、積載能力は 25kg 程度（壁面材質による）ある。国内でデモ走行させた

状況が動画で紹介された。 

 

（４）服部会員より「音響伝達関数を用いた衝撃弾性波法による供用中橋梁におけるＰＣグラウト 

充填状況の評価実験（実橋計測）」と題して話題提供があった。 

       PCグラウトの充填評価手法として、参照部と対象部の計測から音響伝達関数を算出し、その

差から求まる反射波のエネルギー（反射強さ）からグラウトの充填状況を評価する手法につい

て説明があった。実橋で複数の参照部を計測した結果から、参照部同士でも差が生じ、評価に

影響を及ぼす可能性があることが確認されたが、適切に参照信号を選定することで計測結果と

削孔調査の結果に概ね相関が見られたことが説明された。 

   

５．今後の予定 

  第３６回交流会：平成２７年９月２５日（金）１５：００～ （調整中） 

  場所：株式会社 国際建設技術研究所 会議室 

 

以上 

（記録：藤垣） 

 


